




ご採用にあたっては、耐風圧強度、熱割れなどをご検討のうえ、ガラス品種・
呼び厚さ・面積を決定してください。特に、熱割れの発生しやすい条件での
使用に関しては、十分に検討する必要があります。
スーパースペーシアは矩形のみです。穴あけ、切り欠きなどはできません。
また切断や面取りなどはできませんので、寸法は正確にご発注ください。
受注生産品ですので、納期に余裕をもってご発注ください。
呼び厚さやガラス構成が異なるスーパースペーシアを同一面でご使用にな
る場合には、事前にサンプルで色調の差異を確認してください。
垂直面でご使用ください。トップライトでの使用はできません。
組子格子付の窓に真空ガラスを採用することはできません。
温室など50℃以上の常用での使用は厳しい条件になりますので、事前にご
相談ください。
室内湿度が高い場合など、使用条件によっては室内側ガラスの表面に結露
が生じることがあります(室内結露)。この場合、スーパースペーシアのマイ
クロスペーサーを中心に水玉模様状に結露することがあります。これは構造
上、マイクロスペーサーのある位置と無い部分との間に生じる僅かな断熱性
能差によるものです。一方で、雨が降った翌日で雲が少ない早朝などには、
水蒸気を多く含んだ室外の空気が、放射冷却により冷たくなった室外側ガラ
スの表面に触れることで結露が生じることがあります(室外結露)。スーパー
スペーシア のように断熱性能の高いガラスほど、室内の温かさが伝わりに
くいために室外側ガラス表面が冷たくなりやすいためです。この場合、 室内
結露とは逆に、スーパースペーシアのマイクロスペーサーのない部分に結
露が生じることがあります。
高断熱性能により保温効果に優れているため、夏季に窓を閉め切った状態
で冷房をかけていない等の環境では一般の板ガラスに比べて室内が暑く感
じられることがあります。
高断熱性能を有するため、日射や室内外の温度差の影響を受けることでソ
リが発生し、サッシの開閉の際に、当たりやこすれが生じることがあります。
特に4枚引違い窓など障子の数が多いサッシや、ハイサッシなどでは干渉が
生じやすくなりますので、中桟を設置するなどの対策をご検討ください。な
お、この現象は一時的なもので、室内側と室外側ガラスの温度差がなくなる
ことで解消されます。性能、強度への影響はありません。
日差しの当たる引き違い窓等を長時間にわたり開け放つ場合は、スーパー
スペーシアが納まっている内外のサッシ障子が完全に重なり合わないよう
ずらしてご使用ください。スーパースペーシアは高断熱性能を有するため内
外のサッシ障子間の空気が高温となり、一時的にサッシの開閉が困難になる
場合や熱割れが生じることがあります。
マイクロスペーサーはほぼ等間隔に配列されていますが、製法上、若干のズ
レやヌケなどが生じることがあります。その場合でも性能への影響はありません。
Low-Eガラスには一般にピンホールといわれる小さな点状の膜抜け部が
製造上できる場合がありますのでご了承ください。
Low-Eガラスは透過光と反射光で色調が異なります。また、反射光において
若干色調ムラとなって見える場合がありますが性能への影響はありません。
Low-Eガラスを採用しているため、携帯電話などの電波機器をご使用時、
送受信に障害がでる場合があります。
構造上、干渉縞（虹色の縞）が見られる場合があります。また、熱処理におけ
る製造工程上、反射像のゆがみが大きくなります。
スーパースペーシアを視認した際、一定の条件（光の角度・光量など）が重な
った場合に、マイクロスペーサーのまわりが白く見える場合があります。
遮音性能はガラス単体の値です。組み合わせるサッシによっては、ガラス単
体の性能より遮音性能が低下することがありますのでご注意ください。
※遮音性能を十分に発揮させるためには、遮音性能の高いサッシをご使用
ください。
ガラス面に風などの外力が加わると、ごくまれにスーパースペーシアから僅
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かにきしむような音が聞こえる場合があります。これは真空層を保持するマ
イクロスペーサーに起因するもので、性能、強度への影響はありません。
窓やドアに使用する場合は、必ず四辺支持による施工をしてください。また、
コーナーなどの突き合わせ施工はできません。
網入板ガラスで構成するスーパースペーシアは、使用条件によって熱割れ
を生じることがありますので、事前にご検討ください。
リフォームなどでスーパースペーシアに交換した場合、ガラス面の結露は軽
減できますが、サッシ部分の結露は防げません。サッシの結露を防ぐには、
断熱性能の高いサッシの使用をご検討ください。
スーパースペーシアにはアタッチメントは使用出来ません。
スーパースペーシアより薄いガラスから交換された場合には、ガラスの厚さ
が増した分、窓の重量も増加するため、交換前に比べてサッシの動きが重た
く感じたり、網戸の開閉が困難になる場合があります。サッシ構造や戸車等
がガラス重量に耐えられるかを事前にご確認ください。また、現在ご使用中
のサッシや建物の状況によってスーパースペーシアが装着できない場合も
ありますのでご注意ください。
二重サッシや内窓にはスーパースペーシアはご使用になれません。
網入板ガラスで構成するスーパースペーシアは、他のガラス品種で構成す
る場合に比べて可視光反射率が2~4％程度低くなるため、反射色調も異な
ります。そのため、同一面に網入板ガラスと異なるガラス品種を採用する場
合は事前にサンプルで色調の差異を確認してください。
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光学的性能値は垂直入射（入射角0 ）゚の値です。
可視光特性はJIS R 3106:2019に基づきCIEで定める標準の光D65を光源として
明順応比視感度より求めた値です（可視光の波長範囲:380～780nm）。
日射特性はJIS R 3106:2019に基づき日射の標準スペクトル分布を用いて求めた値です。
紫外線透過率はISO 9050:2003に基づいて求めた値です。
熱貫流率はJIS R 3107:2019に基づいて求めた値です。ただし、真空ガラスの真空層の熱コンダクタンスは、
複層ガラスの性能の向上に関する熱損失防止建築材料製造事業者等の判断の基準等（平成26年11月28日経済産業省告示第235号）に準じます。
本表の数値は、光学的および熱的性能を示す一般的数値であり、各製品の性能を保証するものではありません。






